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２．２　柏崎市「介護予防事業」（新潟県柏崎市）

〔概要〕
新潟県柏崎市は、平成１７年５月１日、高柳町及び西山町と合併し、新生柏崎市として発足しました。そこで柏崎市

第四次総合計画が策定され、それと新潟県地域ケア体制整備構想にいがた高齢者いきいきプランを踏まえ、高齢
者保健福祉計画・第５期介護保険事業計画が策定されています。
市の総人口は減少の局面にあり、平成２３年９月末現在、９０，７２３人となっています。６５歳以上人口は平成２１年度

までは増加していましたが、平成２２年度以降は減少に転じ平成２３年９月末現在では２４，６９５人、高齢化率は２７．２％
となっています。高齢化率は、平成２２年９月末日現在、２７．２％となっており、全国平均より４．１ポイント、県平均より１．０
ポイント進行しており、今後も高齢化が進むものと考えられます。要介護等認定者数は、全体としては増加の基調に
あり、平成２３年９月末現在では、４，７００人を超えており、要介護１の割合が増加しています。要介護４～５の重度者は
概ね２５～２６％台であり、やや増加する傾向にあります。
このような現状を受け、柏崎市では下記等の事業を推進中です。
１．介護予防事業
　⑴　二次予防事業
　　①　二次予防事業の対象者把握事業
　　②　通所型介護予防事業
　　③　訪問型介護予防事業
　⑵　一次予防事業
　　①　介護予防普及啓発事業
　　②　地域介護予防活動支援事業
地域の特徴として、市の郊外では高齢者宅間の距離が大きいことなどもあり、地域づくりと長期的視点に立った取

組を推進中です。

〔コラム〕
⑴　柏崎市の介護予防の目指す姿と事業の対象者
　　事業の目指す姿は、下記のようになっていくことを目指しています。（図１参照）
　　①　虚弱高齢者が元気になること
　　②　要支援・要介護高齢者が自立に近づくこと
　　③　元気高齢者が虚弱にならないこと 
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⑵　通所型・訪問型介護予防事業と地域介護予防活動支援事業
　　柏崎市では概要の項にて述べました事業等を、地域づくりと長期的視点に立って推進しています。このため、
以下図２～４に示すような、通所型・訪問型の事業と地域介護予防活動支援事業を組み合わせた構成となって
います。 

図１　介護予防の目指す姿

図２　通所型・訪問型介護予防事業例 図３　地域介護予防活動支援事業例

２　先進的な事例紹介
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⑶　事業の効果
　　的確な対象者を選定し、的確なマネジメントのもと、地域サポーターの協力を得ながら的確なサービスを給
付し、適切に専門機関への早期相談に繋げることで、施設介護率の改善や、平均寿命の増進、要介護（要支
援）認定率の改善が達成されます。同市の介護予防事業に参加した方と参加しなかった方で、重度化が進ん
だ方は、H２３年度の対象者１２０７名のうち、参加しなかった方が１４．７％増えたのに対し、参加した方は１０％にと
どまり、定量的にも１．５倍程度の有意差が認められました。事業継続の中でわかってきたことは、その“項目”
（何を実施したか？）よりも、“継続したか”（どれくらい続けられたか？）が重要ということでした。以下に、事業取
組効果の事例を示します。 

図４　地域介護予防活動支援事業例

図５　事業取組効果の事例
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⑷　今後の展開
　　柏崎市では、今後の事業の更なる発展に重要なポイントは“地域づくり、ソーシャルキャピタルの醸成”である
と考えています。サポーターのほか、町内会長や地域の活動担当者等、さらに住民１人ひとりに介護予防の普
及啓発をすすめていくこと、また、介護予防活動を継続していける支援体制を整えることが今後の課題と考え
ています。

（問い合わせ先）
柏崎市　介護高齢課　介護相談係
TEL：０２５７－２１－２２２８
URL：http://www.city.kashiwazaki.niigata.jp 

図６　健康づくりを推進する住民団体

２　先進的な事例紹介




